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研究成果の概要（和文）：タイ南部のパッタルン地域や宮城県三陸海岸における下部三畳系の地質調査の結果、
１）タイサウルスの産出年代が前期スパシアン期であり最古級の魚竜である、２）ウタツサウルスの産出年代が
中期スパシアン期である、などがわかった。また、ロシア・プリモーリエ州南部地域の下部三畳系から採集され
た魚竜については、１）産出時代が前期スパシアン期である、２）骨化石の組織学的研究から高度に水棲適応し
ていた、３）他の海生爬虫類に比べ体サイズが著しく大きい、などがわかった。本研究により、魚竜は前期スパ
シアン期の短期間に高度に水棲適応し多様化していたことがわかった。

研究成果の概要（英文）：The geological survey of the Lower Triassic in the Phatthalung area, 
southern Thailand and the Sanriku coast in Miyagi Prefecture reveals the following things: 1) the 
age of Thaisaurus is the early Spathian, suggesting it is one of the oldest known ichthyopterygians,
 2) the age of Utatsusaurus is the middle Spathian. Studies of ichthyopterygian bones collected from
 South Primorye, Russian Far East show that 1) the age is the early Spathian, 2) it was highly 
aquatic adapted based on histological studies of the bones, 3) it represents one of the largest of 
early Spathian marine reptiles known to date.　This study reveals that ichthyopterygians were highly
 aquatic adapted and diversified in the short period of the early Spathian.

研究分野：数物系科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまであまり注目されてこなかったタイ南部や極東ロシアの魚竜化石が最古級（前期スパシアン
期）であり、特にロシア産魚竜の骨組織は高度な水棲適応を示し、また他の海生爬虫類に比べ体サイズが著しく
大きいこと、などを明らかにした。これらの成果は、海生爬虫類の進化や水棲適応の過程を明らかにする上で重
要なデータを提供するものである。また、本研究は、日本をはじめとするアジア諸国を発信源として海生爬虫類
の初期進化という世界的に注目度の高い研究テーマをさらに展開するきっかけになると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
古生代末の大量絶滅は、生物種の約 90%を絶滅に追いやり、生物相に大きな変化をもたらした。
大型海洋底棲生物では、それまで優勢であった腕足類に代表される古生代型生物群から、二枚貝
や巻貝を主要メンバーとする現代型生物群へと転換した。陸棲爬虫類の中には、水棲に適応し海
洋生態系の新たなメンバーとなったグループも出現した。魚の形に収斂進化した魚竜類はその
中の一つで、大量絶滅の 400 万年後（三畳紀前期のスパシアン期）から化石が出現しはじめる。   
魚竜類の最古の化石は、南中国から見つかったチャオフサウルス（Chaohusaurus）で、アンモ
ナイトによる生層序学的研究から、時代は前期スパシアン期の後期と特定されている。三陸海岸
（岩手県）から産出したウタツサウルス（Utatsusaurus）、申請者がロシア極東のプリモーリエ
地域から近年発見した魚竜類の化石、タイ南部から報告されたタイサウルス（Thaisaurus）も最
古級の化石として知られている。しかし、これらの地域ではアンモナイトの生層序学的研究とそ
の国際対比に関する研究が十分に行なわれていないのが現状である。申請者らによるこれまで
の調査・研究により、三陸海岸とロシア・プリモーリエ地域の三畳紀前期アンモナイト群には共
通の種類が含まれていることが明らかにされたが、アンモナイトの分類や生層序学的研究は未
だに不十分である。最古級の魚竜類の産出時代を特定するには、各地域におけるアンモナイトの
高精度年代層序の確立が必要である。 
 
 
２．研究の目的 
魚竜類は、三畳紀に出現してジュラ紀に大繁栄し、白亜紀のなかばに絶滅した海棲爬虫類であ
る。高度に水棲適応した種を含み、収斂進化の典型例として知られている。三畳紀前期に陸棲爬
虫類のいずれかが水棲に適応したと考えられており、最古級の化石は中国、日本、ロシアなどの
三畳紀前期のスパシアン期の地層から見つかっている。しかし、これら産出年代の詳細について
は必ずしも十分に明らかにされていない。本研究では、ロシア極東地域、三陸海岸地域、タイ南
部地域のスパシアン期アンモナイトの高精度年代層序の確立により、魚竜類の産出年代を特定
し、水棲適応の過程を明らかにする上で重要な年代データを提供することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
最古級魚竜類の産出時代を特定するために、三陸海岸やタイ南部に分布する三畳紀前期の海
成層を対象に、下記の野外調査と室内研究を行った。また、ロシア・プリモーリエ地域から採集
された魚竜の時代を特定するために、共産したアンモナイトについて下記の室内研究を行った。 
(1) 野外調査：タイサウルスの産出年代を特定するために、令和元年 1月 26日～2月 8日ま
で、タイ南部のパッタルン地域の Khao Thong セクションにおいて、三畳系の地質調査を行った。
また、ウタツサウルスの産出年代を特定するために、令和 2年 7月 19 日～24日、8月 15日～20
日、8月 30 日～9月 5 日、10 月 24 日～28 日、令和 3年 4月 26 日～5月 3日、5月 25 日～6 月
1日、6月 22日～6月 29 日に、宮城県南三陸町や石巻市において、三畳系の地質調査を行った。
いずれも、高精度のルートマップと柱状図を作成し、地質構造、岩相層序、堆積相、化石の産状
について詳細な観察を行い、岩石・化石試料の採集を行った。なお、三陸海岸の調査地域は三陸
復興国立公園特別地域内であるため、環境省東北地方環境事務所の許可を得た上で、岩石・化石
試料の採集を行った。 
(2) 室内作業：現地での地質調査のデータを総合的にとりまとめて岩相層序を把握した。採集
した化石を、国立科学博物館内にて、エアースクライバーやサンドブラスター等の機器を用いて
岩石中から剖出し、同館に保管されている化石標本との比較を行うなどして同定した。また、令
和 3年には、アンモナイトの分類学的研究や生層序学的研究のため、九州大学に保管されている
日本産三畳紀アンモナイトの図示、記載標本の観察を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1) タイサウルスの産出年代の特定 
Khao Thongセクションは層厚が100メートルを超え、主に塊状や層状のドロマイトからなる。
1980 年代に行われたタイサウルスの発掘に立ち会った地元の方の話から、タイサウルスの発掘
層準を特定し、その 2.4 メートル下位にアンモナイト密集層を発見した。アンモナイトは風化の
ため、殻や内部が溶解し、石灰岩中に空洞となっていたため、シリコン材を空洞に充填すること
によって、アンモナイトの型を多数採集した。採集した資料を国立科学博物館に持ち帰り、詳細
に検討したところ、アンモナイトは Marcouxia 属の新種であることが判明した。Marcouxia 属の
アンモナイトはアメリカ・アイダホ州の Spathian 後期の Columbites parisianus 帯からのみ知
られている。従って、タイサウルスの産出年代は、前期 Spathian 期の後期の可能性が高いこと
が判明した。最古の魚竜といわれている南中国のチャオフサウルスは、前期 Spathian 期の最後



期 Procolumbites 帯から見つかっている。Columbites parisianus 帯は、Procolumbites 帯より
も 1化石帯古いとされている。このことは、タイサウルスが最古級の魚竜である可能性が高いこ
とを示唆する。 
 
(2) ウタツサウルスの産出年代の特定 
南三陸町や石巻市の三陸海岸に分布する大沢層は層厚が 250 メートルほどで、下部層は砂岩
泥岩互層や泥岩から成り、中部層は泥岩と細粒砂岩のタービダイトから成り、上部層は泥岩が卓
越する。下部層下部からは Hellenites 属アンモナイト、下部層上部～中部層下部からは
Subcolumbites 属アンモナイト、中部層上部～上部層下部からは Isculitoides 属アンモナイト
が産出した。これらから、下部層下部は、下部 Spathian 階上部～中部 Spathian 階、下部層上部
～上部層下部は中部 Spathian 階に対比できることが分かった。ウタツサウルスと考えられる骨
片を下部層上部や中部層上部に確認したことから、ウタツサウルスの産出年代は少なくとも中
期 Spathian 期といえる。 
 
(3) ロシア・プリモーリエ産魚竜の産出年代と魚竜の特徴 
ロシア・プリモーリエ州南部地域からこれまで申請者が採集した魚竜化石について、共産する
アンモナイトの分類学的検討から前期 Spathian 期の後期であることがわかった。これはタイサ
ウルスよりも新しく、南中国のチャオフサウルスと同時代、ウタツサウルスよりも若干古いこと
がわかった。2標本のうちひとつは中型の魚竜の脊椎骨や肋骨で推定全長は約 2.5 メートル、も
うひとつは大型の魚竜の上腕骨で、推定全長は約 5メートルに達することから、魚竜は最前期ス
パシアン期に登場してから、急激に大型化していったことがわかった。また、いずれも骨密度が
極めて低く、高度に水棲適応をしていたことがわかった。 
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